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市
で
は
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で

明
る
く
元
気
に
生
活
で
き
る
『
健
康

立
市
』
を
目
指
し
、
健
康
危
機
管
理

基
本
指
針
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

策
定
の
背
景
に
は
、
近
年
の
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

感
染
症
や
、
Ｏ
１
５
７
な
ど
に
よ
る

食
中
毒
、
自
然
災
害
と
い
っ
た
健
康

危
機
と
呼
ば
れ
る
事
態
の
発
生
が
あ

り
ま
す
。

　

健
康
危
機
に
つ
い
て
の
市
民
の
方

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
台
風
や
地
震

な
ど
の
ほ
か
、
身
近
に
心
配
な
健
康

危
機
状
況
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し

健
康
づ
く
り
推
進
課

健
康
危
機
管
理
基
本
指
針
を
策
定

た
。
こ
の
指
針
を
基
に
、
起
こ
り
う

る
健
康
危
機
に
対
し
て
、
市
民
と
関

係
機
関
と
が
一
体
と
な
り
、
安
全
・

安
心
な
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

健
康
づ
く
り
推
進
課

�
３
２
―
１
１
１
１

　

（
内
線
１
４
６
・
１
４
７
）

 　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宇
城
市
環
境
保
全
隊

で
は
、
設
立
報
告
会
お
よ
び
設
立
記

念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
民
間
主

導
と
し
て
設
立
さ
れ
た
第
一
歩
を
踏

み
出
す
記
念
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日
�
午
前
９
時　

分
〜

２５

４５

場
所　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ

内
容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

…
不
知
火
竜
燈
太
鼓
保
存
会

○
設
立
報
告
会
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宇
城

市
環
境
保
全
隊

○
設
立
記
念
講
演
会

　

演
題　

「
市
民
主
導
に
よ
る
環
境

都
市
づ
く
り
」

　

講
師　

高
梨
雅
明
氏

（
国
土
交
通
省
都
市
・
地

域
整
備
局
官
房
審
議
官
）

�問
 
　

環
境
衛
生
課

�
３
２
―
１
１
１
１（
内
線
１
８
６
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宇
城
市
環
境
保
全
隊

環
境
保
全
隊
記
念
イ
ベ
ン
ト

 　

防
火
管
理
者
と
は
、
防
火
対
象
物

に
お
い
て
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

が
で
き
る
管
理
的
ま
た
は
監
督
的
地

位
に
あ
る
人
で
、
法
令
で
定
め
る
講

習
を
受
講
し
資
格
取
得
し
た
人
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

防
火
管
理
者
が
必
要
な
防
火
対
象

物
と
は
、
店
舗
・
病
院
・
飲
食
店
な

ど
で
収
容
人
員
が　

人
以
上
、
学

３０

校
・
共
同
住
宅
・
事
務
所
な
ど
で
収

容
人
員
が　

人
以
上
の
防
火
対
象
物

５０

に
は
、
資
格
を
有
す
る
防
火
管
理
者

を
選
任
し
消
防
本
部
（
署
）
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

期
日　

７
月　

日
�
・　

日
�
の
２

２７

２８

日
間

時
間　

午
前
９
時　

分
受
付

００

　
　
　

午
前
９
時　

分
開
始

３０

場
所　

城
南
町
火
の
君
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

申
込
受
付　

７
月
３
日
�
〜
宇
城
消

防
署
各
署
に
て

申
込
方
法　

宇
城
消
防
署
各
署
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/

w
w
w
.u
k
is
y
o
b
o
.o
r.jp

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

定
員　

１
２
０
人

�問
 
　

宇
城
広
域
消
防
本
部
予
防
課

�
２
２
―
１
９
１
９

宇
城
広
域
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

　

市
役
所
庁
舎
別
棟
の
建
設
工
事
を
６
月
中
旬
か
ら
本
格
的
に
始
め
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
安
全

を
第
一
に
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

契契契契契契契契契契
約約約約約約約約約約
検検検検検検検検検検
査査査査査査査査査査
課課課課課課課課課課
かかかかかかかかかか
らららららららららら
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら
せせせせせせせせせせ

契
約
検
査
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

工
事
期
間　

平
成　

年
６
月
中
旬
〜
平
成　

年
３
月
下
旬

１８

１９

問
合
せ
先　

契
約
検
査
課　

�
３
２
―
１
１
１
１

市役所庁舎別棟　建設現場位置図

工事現場事務所 

工事関係者駐車場 

職員駐車場 職員駐車場 

工事用 
フェンス 

一般駐車場 
一般駐車場 

進入禁止 

本庁舎 
別棟 

市役所本庁舎 

公用車車庫 

明神川 

Ｎ 

一般駐車場 
一般駐車場 
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■
中
小
企
業
短
期
資
金
融
資
制
度

対
象
者

�
資
本
金
ま
た
は
出
資
金
の
総
額
が

２
千
万
円
以
下
で
、
常
時
使
用
す
る

従
業
員
の
数
が　

人
以
下
の
法
人
お

５０

よ
び
個
人

�
熊
本
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
の

対
象
に
な
る
人

商
工
観
光
課

市
の
金
融
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象
使
途　

運
転
資
金

融
資
条
件

�
融
資
限
度
額　

５
０
０
万
円
以
内

�
融
資
期
間　
　

カ
月
以
内

１２

�
償
還
方
法　
　

カ
月
以
内
の
月
賦

１２

償
還
ま
た
は
一
括
償
還

�
融
資
利
率　

年
２
・　

％
１０

�
保
証
料
率　

保
証
協
会
の
保
証
を

要
す
る
場
合
は
、
保
証
協
会
の
定
め

に
よ
る
。

�
保
証
人　

個
人
の
場
合
は
２
人
以

上
、
法
人
の
場
合
は
代
表
者
個
人
の

他
に
１
人
以
上

保
証
料
補
助　

保
証
協
会
の
保
証
付

に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
保
証
料
の
２

分
の
１
を
補
助
す
る
。

取
扱
金
融
機
関　

熊
本
県
信
用
組
合
、

熊
本
第
一
信
用
金
庫
、
熊
本
フ
ァ
ミ

リ
ー
銀
行
、
肥
後
銀
行

申
込
窓
口　

事
業
所
所
在
地
の
商
工

会申
込
期
間　

平
成　

年
６
月
１
日
〜

１８

平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

■
中
小
企
業
特
別
小
口
資
金
融
資
制

度対
象
者

�
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が　
２０

人
以
下
の
法
人
お
よ
び
個
人

�
熊
本
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
の

対
象
に
な
る
者

対
象
使
途　

運
転
資
金
、
設
備
資
金

融
資
条
件

�
保
証
付
融
資　

保
証
協
会
の
保
証

付
と
す
る

�
融
資
限
度
額　

１
千
万
円
以
内

�
融
資
期
間　
　

カ
月
、　

カ
月
ま

３０

４５

た
は　

カ
月

６０

�
返
済
方
法　

毎
月
均
等
分
割
返
済

（
６
カ
月
以
内
の
据
置
期
間
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
）

�
貸
付
利
率　

年
２
・　

％
（　

カ

００

３０

月
）、
年
２
・　

％
（　

カ
月
）、
年

１０

４５

２
・　

％
（　

カ
月
）

２０

６０

�
保
証
料
率　

熊
本
県
信
用
保
証
協

会
の
定
め
に
よ
る

�
保
証
人　

連
帯
保
証
人
１
人
以
上

（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
個
人
以
外

に
１
人
以
上
）

取
扱
金
融
機
関　

肥
後
銀
行
、
熊
本

フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
、
熊
本
県
信
用
組

合
、
熊
本
第
一
信
用
金
庫

申
込
窓
口　

事
業
所
所
在
地
の
商
工

会■
中
小
企
業
近
代
化
設
備
資
金
利
子

補
給
制
度

対
象
者 

資
本
金
ま
た
は
出
資
金

の
総
額
が
１
千
万
円
以
下
の
法
人
で
、

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が　

人
５０

以
下
の
法
人
お
よ
び
個
人

対
象
事
業

�
店
舗
の
新
築
、
増
築
お
よ
び
改
築

�
顧
客
用
駐
車
場
の
新
設
ま
た
は
整

備�
事
業
に
付
随
す
る
機
械
お
よ
び
設

備※
車
両
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
も
の

の
み
認
め
る

・
運
送
業
―
営
業
車（
緑
ナ
ン
バ
ー
）

・
建
設
業
―
建
設
機
械

・
海
運
業
―
船
舶

�
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事

業利
子
補
給
額

�
貸
出
利
率
の
２
分
の
１
で
、
２
％

以
内

�
補
給
対
象
の
融
資
資
金
限
度
額
は
、

借
入
金
の
う
ち
１
千
万
円
以
内

補
給
対
象
期
間　

償
還
の
始
期
か
ら

３
年
間

対
象
金
融
機
関　

政
府
系
金
融
機
関
、

肥
後
銀
行
、
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
、

熊
本
県
信
用
組
合
、
熊
本
宇
城
農
業

協
同
組
合
、
熊
本
第
一
信
用
金
庫

申
込
窓
口　

事
業
所
所
在
地
の
市
役

所
支
所

申
込
時
期　

随
時
。
た
だ
し
、
金
融

機
関
の
融
資
決
定
か
ら
１
カ
月
以
内

に
提
出
す
る
こ
と
。

�問
 
　

商
工
観
光
課

�
３
２
―
１
１
１
１（
内
線
２
６
９
）

　中山間地域は流域の上流部に位置することから、中山間地域の農
業・農村が持つ水源涵養、洪水の防止、土壌の侵食や崩壊の防止な
どの多面的機能を発揮しています。
　しかし、中山間地域では、過疎化・高齢化が進む中で自然的・経
済的・社会的条件の不利性から、担い手の減少、耕作放棄地の増加
などによって、多面的機能の低下が心配されています。
　このため、中山間地域において、農業生産の維持を図りながら、
多面的機能を確保するという観点から、宇城市においても中山間地
域等直接支払制度が実施されています。
　その概要は次のとおりです。

  中山間地域等
直接支払制度の実施状況公表

平成１７年度

制度の目的

活動内容交付金
（千円）

協定農用地面積（ha）協定参
加者数

集落
協定数地　域

計畑田
主に
・農地法面の崩壊
防止のための定期
的な点検
・作業道の設置など
簡易な基盤整備
・定期的に農道・水
路の清掃および簡
易補修
・景観作物の植え
付け
・農地と一体となっ
た周辺林地の下
草刈り
・土壌流亡に配慮し
た営農

４９，１８８５８７５６５．９２１．１４００２４三　角

８，３５６９０．８９０．８－８２１１不知火

５，５８７５４．３０．２５４．１１１７４豊　野

６３，１３１７３２．１６５６．９７５．２５９９３９合　計

問合せ先　農政課　�３２―１１１１




